
シリーズ：田中昌人初代所長の没後20年を
研究所の更なる進展とするために

その４ 公教育における権利保障と
子どもの生活に根ざした表現
――ライティング教育の可能性――

講 師 川地亜弥子さん(神戸大学)

日 程 2025年3月29日（土） 10時～12時

開催形態 対面（会場：コラボしが21 大津市打出浜2-1）
と ライブ配信（zoom）

録画配信もします。 録画視聴のみの参加も可能です。

参加費
一般 2,000円／会員 1,300円
25歳以下会員 500円※
※1998年4月2日以降生まれの会員

申し込み 研究所HPのリンクまたは、右のQRコードより→

077-524-9387

j-ih63su@j-ihd.com 

人間発達研究所
主催

お問い合わせ

川地 亜弥子さんプロフィール

神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授。
1974年生まれ。京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。
教育学博士。聖母女学院短期大学、大阪電気通信大学を経て
2012年より神戸大学、2025年より現職。
専門は、教育方法学。特に、日本の生活綴方・作文教育を中心に、
研究・実践支援を行っている。

＜主な著作＞
『子どもとつくるわくわく実践―ねがいひろがる教育・保育・療育―』 2022 全障研出版部
共著『戦後日本教育方法論史 上―カリキュラムと授業をめぐる理論的系譜―』2017ミネルヴァ書房
共編著『時代を拓いた教師たちⅢ─実践記録で紡ぐ戦前教育実践への扉─』 2023 日本標準
共編著『ライティング教育の可能性―アカデミックとパーソナルを架橋する―』 2025 勁草書房 他

入会はこちらから↓
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